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（容器の貸与）
第○条　乙は、甲に対し、本契約により供給する医療ガスを充填、保管及び消費するために必要な高圧ガス容器（以下「容器」という。）を有償で貸与し、甲は、借り受ける。なお、乙が甲に対して賃貸する容器の仕様、数量、引渡・設置場所及び引渡日時並びに賃料及びその支払方法等については、別途定める。
（善良なる管理者の注意義務）

第○条　甲は、乙から借り受けた容器について、善良な管理者の注意義務をもって、高圧ガス保安法及び医療ガス容器保安対策指針等の規定に従って管理し、使用上の一切の責任は甲が負うものとする。
（容器再検査費用）

第○条　容器に係る再検査費用は甲の負担とする。
　　（注）「容器再検査医費用の負担は、甲乙協議の上定めるものとする。」でもよい。
（容器および付属品の汚染・紛失･損傷等に係わる措置）

第○条　甲は、乙から借り受けた容器が血液、体液、薬品、放射能等により汚染された場合は、適切な方法で容器を洗浄、消毒、その他借り受けたときの状態に復する措置を講じて、乙に返還するものとする。
２．　甲は、乙から借り受けた容器について、故意、過失の如何にかかわらず、紛失、損傷、汚損、その他使用に耐えざる状態又は返還することが不可能な状態が生じたときは、ただちに乙に連絡して、別途定める弁償金を支払うものとする。容器に付属するキャップ、バルブ、スピンドル等についても同様とする。
（容器の返却）

第○条　甲は、乙から借り受けてから１年以上経過した容器は、残量の有無にかかわらず安全確保のためこれを乙に返還しなければならない。
（転貸等の禁止）

第○条  甲は、事前に乙の書面による承諾を得ない限り、第三者に容器を転貸し又は容器の賃借権を譲渡してはならない。但し、在宅酸素療法の用に供するため、別に定める契約等で指定された患者に使用させる場合は除く。
（容器に係る本契約の効力）

第○条　甲乙間において本契約が解約又は期間満了により効力を失った場合でも、甲が本契約に基づき賃借した未返還の容器については、その限度において、本契約の第○条乃至第○条の規定は引き続き有効なものとして適用される。

（容器の貸与）
第○条　乙は、甲に対し、本契約により供給する医療ガスを充填、保管及び消費するために必要な高圧ガス容器（以下「容器」という。）を無償で貸与し、甲は、借り受ける。なお、乙が甲に対して貸与する容器の仕様、数量、引渡・設置場所及び引渡日時等については、別途定める。
（善良なる管理者の注意義務）

第○条　甲は、乙から借り受けた容器について、善良な管理者の注意義務をもって、高圧ガス保安法及び医療ガス容器保安対策指針等の規定に従って管理し、使用上の一切の責任は甲が負うものとする。
（容器再検査費用）

第○条　容器に係る再検査費用は甲の負担とする。
　　（注）「容器再検査医費用の負担は、甲乙協議の上定めるものとする。」でもよい。
（容器および付属品の汚染・紛失･損傷等に係わる措置）

第○条　甲は、乙から借り受けた容器が血液、体液、薬品、放射能等により汚染された場合は、適切な方法で容器を洗浄、消毒、その他借り受けたときの状態に復する措置を講じて、乙に返還するものとする。
２．　甲は、乙から借り受けた容器について、故意、過失の如何にかかわらず、紛失、損傷、汚損、その他使用に耐えざる状態又は返還することが不可能な状態が生じたときは、ただちに乙に連絡して、別途定める弁償金を支払うものとする。容器に付属するキャップ、バルブ、スピンドル等についても同様とする。
（容器の返却）

第○条　甲は、乙から借り受けてから１年以上経過した容器は、残量の有無にかかわらず安全確保のためこれを乙に返還しなければならない。
　２．　甲が前項の規定に反した場合、乙は甲に対し別途定める延滞料を請求することができる。
（転貸等の禁止）

第○条  甲は、事前に乙の書面による承諾を得ない限り、第三者に容器を転貸し又は容器の使用収益権を譲渡してはならない。但し、在宅酸素療法の用に供するため、別に定める契約等で指定された患者に使用させる場合は除く。
（容器に係る本契約の効力）

第○条　甲乙間において本契約が解約又は期間満了により効力を失った場合でも、甲が本契約に基づき借り受けた未返還の容器については、その限度において、本契約の第○条乃至第○条の規定は引き続き有効なものとして適用される。
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